
 

（第２号様式）   
令和５年４月 28 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立市ケ尾高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①新しい時代を
築く『人間力』
を学力の側面か
ら育成する教科
指 導 を 展 開 
する。 
②「総合的な探
究の時間」の研
究開発等をとお
して、次代に求
められる資質を
常に見極め、人
材の育成につな
げる教育活動を
推進する。 
 
 
 
 
 
 
 

①生徒に身に付

けさせたい学力

及び適正な評価

の研究をさらに

進め明確にする

とともに、新学

習指導要領の円

滑 な 運 用 に 向

け、引き続き、

教育課程の研究

を推進する。 

②教科内での議

論の深化と、教

科横断的な学び

の 研 究 を 進 め

る。 

①・本校生徒に必

要な学習内容を精

選し、生徒に身に

付けさせたい学力

を意識した教科指

導を展開する。 

・ICT端末を利活

用した授業及び適

切な評価の在り方

を研究し、校内で

の統一を図る。 

・新教育課程の開

始に伴い、カリキ

ュラム･マネジメ

ントの視点から、

本校の育てたい人

物像を意識し、具

体的な教育活動の

方針を確立する。 

②「総合的な探究

の時間」を中心

に、各教科におい

て、課題発見力を

育成する。 

①・年間指導計

画を適切に見直

し、実践するこ

とができたか。 

・ICT端末を利活

用した授業を研

究し、適切に評

価をすることが

できたか 

・学校目標を達

成するための教

育活動の計画が

策定できたか。 

② ・目標に沿っ

た適切な課題設

定ができたか。 

・「情報収集・

分析」、「課題

の分析・考察」

を行う学習がで

きたか。 

・課題解決の提

案を通して、生

徒間で相互評価

する力を育成で

きたか。 

 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①新しい時代を
築く『人間力』
を人格形成の側
面から育成する
教科外指導を展
開する。 
②一人ひとりが
豊かな人生を切
り拓くために、
それぞれの『生
き方』や人とし
ての在り方を学
ぶ教育活動を推
進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①コロナ禍で制
約のあった学校
行事を活気に満
ち溢れたものに
し、よりよくす
るための方法を
再検討し、充実
した学習機会を
提供する。 
②・人としての 
在り方や生き方
を考えさせる指
導を通して、自
他を尊重し、人
として備えるべ
き資質を身に付
けさせる。 
・引き続き、教
育相談体制の充
実を図り、実践
を重ねる。 

①生徒会本部や委
員会等の生徒が中
心となり、生徒一
人ひとりが輝ける
行事の在り方を検
討し、協力して実
行できる学びの機
会とする。 
②･遅刻指導等日
常の指導を通し
て、道徳観や規 
範意識を高揚させ
る。  
･人権研修等を通
じ、自尊感情を育
み、多様性を認め
る意識を醸成 す
る。 
・面談や生活状況
調査を通して、生
徒の困り感に組織
的に対応する。 
 

①生徒主体の生
徒 会 行 事 を 企
画・運営するこ
とができたか。 
②･遅刻指導対象
者数を減らすこ
とができたか。 
･道徳観や規範意
識を高めること
ができたか。 
･面談及び生活状
況調査を適切に
実 施し、組織的
に 対応できた
か。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①主体的に自分
の将来像を描き
出し、『社会的
役割』を果たそ
うとする姿勢の
確 立 を 支 援 
する。 
②一人ひとりの
進路実現を支え
切る指導と支援
の体制構築と効
果的な実践を図
る。 
③「総合的な探
究の時間」の研
究開発等をとお
して、次代に求
められる資質を
常に見極め、人
材の育成につな
げる教育活動を
推進する。 
 
 

①望ましい職業 
観や勤労観を土 
台にしたキャリ 
ア形成を支援す 
る方策の構築を
いっそう推進す 
る。 
②各教科との連 
携により、進路 
指導の観点から 
求められる学習 
指導の在り方を
引き続き追求す
る。 
③教科内での議 
論の深化と、教
科横断的な学び
の研究を推進す
る。 
 

①社会の一員とし
て働くことの意義
に気付かせ、カリ
キュラム･マネジ
メントの視点か
ら、本校の育てた
い人物像として求
められる人間力を
養うプログラムを
見直し、再策定す
る。 
② 進路実現に向
け、入試対応や学
力の定着に向け
て、必要な学習内
容を研究し、各教
科での実践につな
げる。 
③「総合的な探究
の時間」を中心
に、各教科におい
て、課題発見力を
研究し、育成す
る。 
 

① 本校の育てた 
い人物に求めら
れる人間力を養
うプログラムを
策定することが
できたか。 
②生徒の理解度
や 習 熟 度 を 課
題、模擬試験等
で把握し、個別
対 応 が で き た
か。 
③・目標に沿っ
て適切な課題設
定ができたか。 
・「情報収集・
分析」、「課題
の分析・考察」
をする学習がで
きたか。 
・課題解決の提
案を通して、生
徒間で相互評価
する力を育成で
きたか。 

     

４ 地域等との協働 

①社会の一員と
しての資質や意
識の向上を目指
して、多様な人
たちとの係わり
の中から『生き
方』を学ぶ機会
を拡充する。 
②学校が｢地域
もっとも善良な
る隣人｣である
ために、様々な
活動や実践に取
り組む。 

①成年年齢引き
下げを踏まえ、
学校や地域等と
の連携・協働を
さらに推進し、
教育活動の充実
を図る。  
②地域等との更
なる工夫ある連
携・協働の方法
等を引き続き検
討し、これらの
推進を図る。 

①②目標達成のた
め、地域等との新
たな連携・協働の
在り方や方法を模
索し、連携可能な
事業等を拡充し、
教育活動の充実を
図る。 

①社会人として
の資質や意識の
向上を視野に入
れた『生き方』
を学ぶ機会の拡
充ができたか。  
②地域等との新
たな連携・協働
の在り方や方法
を模索し、実践
できたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①すべての人が
学び活躍して、
成長を続けられ
る学校づくりを
推進する。 
②将来にわたっ
て、社会的な役
割と責任を果た
すことができる
「持続可能な学
校」づくりに取
り組む。 
 
 
 
 
 
 
 

①学校運営のさ
まざまな場面を
通し、これから
の神奈川の教育
を主体的に担う
ことができる人
材の育成を目指
す。 
②生徒と対面し
関わる時間をよ
り多く確保する
とともに、教職
員の心身の健康
維持・増進、ワ
ークライフバラ
ンス実現のため
に、学校運営の
方法や働き方の
改善・改革を推
進する。 

①不祥事防止研修
をはじめ、各種研
修を通し、知識習
得やディスカッシ
ョンを行うことで
個々の資質向上を
図る。 
②超過勤務の是正
を目指し、各教職
員が業務の精選や
見直し、意識改革
を行う。また、意
識的・積極的に定
時退庁を心掛け、
週に１回以上実践
する。 

①個々の資質向
上につながる研
修を設定し、知
識習得やディス
カッションを行
うことができた
か。 
②・各教職員が
業務の精選、見
直しを通して意
識改革を行い、
超過勤務を是正
することができ
たか。 
・定時退庁を積
極的に実践でき
たか。 

     



 

 


